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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 12,852 17.7 497 ― 173 ― 24 ―
22年3月期第2四半期 10,919 △17.5 △431 ― △588 ― △347 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 371.82 370.36
22年3月期第2四半期 △5,211.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 22,672 6,059 26.6 90,473.07
22年3月期 22,130 6,357 28.6 95,057.31

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  6,026百万円 22年3月期  6,331百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 700.00 ― 700.00 1,400.00
23年3月期 ― 700.00
23年3月期 

（予想）
― 700.00 1,400.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,600 9.9 693 ― 368 ― 168 ― 2,522.11



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 69,600株 22年3月期  69,600株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,989株 22年3月期  2,989株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 66,611株 22年3月期2Q 66,611株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、欧州地域では輸出の増加等により経済成長を見せ、米国でも緩

やかながら回復基調となる等、新興国での成長と合わせて比較的好材料が見られました。しかしながら、わが国で

は著しい円高、欧州地域では続いている一部諸国の信用不安、米国では高い失業率等の問題が残っており、完全な

回復を実感するまでには至れない状況で推移いたしました。 

 このような状況の中、当社グループは“仕組みをつくる”をスローガンに掲げ、お客様のオンデマンド・ビジネ

スをサポートするための施策を積極的に展開いたしました。 

 具体的施策としましては、SG市場向けでは、主力のエントリーモデルに加えて高速・高画質の上位機種JV5シリ

ーズの拡販を、IP市場向けでは、新製品であるエントリーモデルのUJF-3042を中心に、ノベルティグッズ作成等の

小ロット生産に力を発揮する等、顧客ニーズにマッチした商品の拡販に努め、インクジェットプリンタとカッティ

ングプロッタによるオンデマンド生産の提案、推進に努めました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は128億52百万円（前年同期比17.7％増）、営業利益は４

億97百万円（前年同期は営業損失４億31百万円）となりましたが、急激な円高ユーロ安の影響による為替差損が発

生したこと等により、経常利益は１億73百万円（前年同期は経常損失５億88百万円）、四半期純利益は24百万円

（前年同期は四半期純損失３億47百万円）となりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

（日本） 

 日本におきましては、10ヶ所の営業拠点による日本国内販売とアジア・パシフィック地域（一部を除く）向けの

販売を展開しております。日本国内向け、アジア・パシフィック地域向け、いずれの売上も製品本体を中心に堅調

に推移し、インク等消耗品も回復基調となりました。その結果、外部顧客に対する売上高は64億93百万円、営業利

益は４億25百万円となりました。  

（北米） 

 北米におきましては、販売子会社MIMAKI USA,INC.のアトランタ本社コールセンターと、４つの拠点を中心とし

た保守サービス要員の配置により、日本地域同様の販売・サービス体制を整えるべく展開しております。急激な円

高の悪影響を受けたものの、主力のアメリカ国内において、SG市場向け及びIP市場向けの製品本体を中心に回復基

調で推移いたしました。その結果、売上高は17億97百万円、営業利益は80百万円となりました。 

（欧州） 

 欧州におきましては、地域各国への販売を行う子会社MIMAKI EUROPE B.V.とドイツにおける販売子会社Mimaki-

nbn GmbHによって展開しております。ギリシャの財政危機に端を発した急激な円高ユーロ安による影響を大きく受

けたものの、IP市場向けにおいて新製品を中心とした拡販を実らせたこと等により、売上高は為替の悪影響を上回

る推移となりました。その結果、売上高は40億66百万円、営業利益は82百万円となりました。 

（アジア） 

 アジアにおきましては、部品調達、インク組立及び台湾での製品販売を行う子会社台湾御牧股份有限公司、イン

クを中心に当社グループ製品を製造する中国の御牧噴墨打印科技（浙江）有限公司、中国での製品販売を行う上海

御牧貿易有限公司の体制で展開し、製造・販売の仕組みづくりに注力いたしました。その結果、売上高は１億67百

万円、営業損失は１億１百万円となりました。 

（その他） 

 ブラジルにおける販売子会社MIMAKI BRASIL COMERCIO E IMPORTACAO LTDAにおいて、販売体制の整備と販路の開

拓に努めました。その結果、売上高は３億26百万円、営業損失は９百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における機種群別の売上は次のとおりであります。  

［機種群別売上高］  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  売上高（百万円） 構成比率（％） 対前年同期増減率（％） 

Ｓ Ｇ 市 場 向 け  8,401  65.4  6.1

Ｉ Ｐ 市 場 向 け  2,576  20.0  57.2

Ｔ Ａ 市 場 向 け  811  6.3  75.1

そ の 他  1,061  8.3  18.5

合 計  12,852  100.0  17.7



 ［品目別売上高］ 

（SG市場向け） 

 既存製品を中心に拡販に努めた結果、JV33シリーズ等の高画質・エントリーモデルに加え、高速・高画質の上位

機種JV5シリーズの製品本体が期間を通して順調に推移し、売上の伸長に貢献いたしました。その結果、売上高は

84億１百万円（前年同期比6.1％増）となりました。 

（IP市場向け） 

 新製品を中心とした製品本体が順調に推移したことで売上を伸ばし、インク等消耗品についても堅調に推移いた

しました。環境対応に優れたUV硬化インクを使用したオンデマンド生産の推進を継続する中、平成22年２月にLED-

UV方式で圧倒的な低価格を実現したUJF-3042は期間を通して支持を受け、売上の伸長に貢献するとともに、新規顧

客の開拓等に奏功いたしました。その結果、売上高は25億76百万円（同57.2％増）となりました。 

（TA市場向け） 

 平成21年10月に従来機種比で高速化、低ランニングコスト化を実現したデジタル捺染インクジェットプリンタ

Tx400-1800D、平成22年２月には伸縮素材の安定搬送を実現する機能を持ったTx400-1800Bを発売し、生産性とラン

ニングコストの両面での向上を訴求できる新製品をラインナップに加え、デジタル捺染ビジネス推進とともに拡販

に努めました。その結果、売上高は８億11百万円（同75.1％増）となりました。   

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月11日付けの「平成22年３月期決算短信」にお

いて公表いたしました業績予想を平成22年10月29日付で修正しております。詳細につきましては、平成22年10月29

日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

  これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ4,500千円減少し、税金等調整前四

半期純利益は62,813千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は、

千円であります。 

（表示方法の変更）  

 ・四半期連結損益計算書関係   

①前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「還付加算金」（当第２四半期連結累計期間 

2,023千円）は、営業外収益総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示してお

ります。 

②「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。  

  売上高（百万円） 構成比率（％） 対前年同期増減率（％） 

製 品 本 体  6,729  52.4  33.3

イ ン ク  4,317  33.6  3.2

そ の 他  1,804  14.0  7.0

合 計  12,852  100.0  17.7

２．その他の情報

49,015



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,815,283 2,501,280

受取手形及び売掛金 4,560,004 4,062,629

商品及び製品 5,191,507 4,849,089

仕掛品 446,684 412,201

原材料及び貯蔵品 1,448,552 1,518,438

繰延税金資産 201,409 250,325

その他 561,493 752,643

貸倒引当金 △83,832 △123,484

流動資産合計 15,141,103 14,223,126

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,151,999 3,275,396

土地 1,306,536 1,306,536

その他（純額） 1,522,223 1,570,479

有形固定資産合計 5,980,759 6,152,412

無形固定資産   

のれん 82,698 137,830

その他 318,310 347,473

無形固定資産合計 401,008 485,304

投資その他の資産   

繰延税金資産 389,008 451,204

その他 838,987 901,105

貸倒引当金 △78,840 △82,852

投資その他の資産合計 1,149,155 1,269,457

固定資産合計 7,530,923 7,907,173

資産合計 22,672,026 22,130,300



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,372,505 5,304,999

短期借入金 5,344,100 4,214,300

1年内返済予定の長期借入金 798,296 836,376

未払法人税等 30,388 23,023

賞与引当金 300,840 299,499

役員賞与引当金 1,499 －

製品保証引当金 141,995 152,279

その他 2,113,020 2,044,259

流動負債合計 14,102,645 12,874,737

固定負債   

長期借入金 1,723,576 2,122,724

退職給付引当金 306,204 281,816

資産除去債務 49,175 －

その他 431,423 493,946

固定負債合計 2,510,379 2,898,487

負債合計 16,613,025 15,773,224

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,015,168 2,015,168

資本剰余金 1,903,168 1,903,168

利益剰余金 3,064,159 3,086,019

自己株式 △199,930 △199,930

株主資本合計 6,782,566 6,804,427

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △9,535 △4,064

為替換算調整勘定 △746,529 △468,499

評価・換算差額等合計 △756,065 △472,564

新株予約権 32,500 25,213

純資産合計 6,059,001 6,357,075

負債純資産合計 22,672,026 22,130,300



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 10,919,046 12,852,057

売上原価 6,373,763 7,428,101

売上総利益 4,545,282 5,423,955

販売費及び一般管理費 4,976,669 4,926,527

営業利益又は営業損失（△） △431,386 497,427

営業外収益   

受取利息 2,223 2,759

受取配当金 2,621 3,578

還付加算金 8,051 －

その他 12,101 20,582

営業外収益合計 24,998 26,919

営業外費用   

支払利息 55,358 44,105

売上割引 23,123 27,581

為替差損 97,640 237,352

持分法による投資損失 － 32,530

その他 5,576 9,724

営業外費用合計 181,698 351,295

経常利益又は経常損失（△） △588,087 173,051

特別利益   

固定資産売却益 15,294 9,095

貸倒引当金戻入額 － 41,301

特別利益合計 15,294 50,397

特別損失   

固定資産売却損 － 97

固定資産除却損 13,898 1,580

投資有価証券評価損 52,446 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 58,312

特別損失合計 66,344 59,990

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△639,137 163,458

法人税、住民税及び事業税 24,736 27,223

法人税等調整額 △316,732 111,467

法人税等合計 △291,995 138,691

少数株主損益調整前四半期純利益 － 24,767

四半期純利益又は四半期純損失（△） △347,142 24,767



 該当事項はありません。  

   

 該当事項はありません。  

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記


	ヘッダー1: 
	ヘッダー2: 
	ヘッダー3: 株式会社ミマキエンジニアリング (6638) 平成23年３月期 第２四半期決算短信
	ヘッダー4: 株式会社ミマキエンジニアリング (6638) 平成23年３月期 第２四半期決算短信
	ヘッダー5: 株式会社ミマキエンジニアリング (6638) 平成23年３月期 第２四半期決算短信
	ヘッダー6: 株式会社ミマキエンジニアリング (6638) 平成23年３月期 第２四半期決算短信
	ヘッダー7: 株式会社ミマキエンジニアリング (6638) 平成23年３月期 第２四半期決算短信
	ヘッダー8: 株式会社ミマキエンジニアリング (6638) 平成23年３月期 第２四半期決算短信
	ヘッダー9: 株式会社ミマキエンジニアリング (6638) 平成23年３月期 第２四半期決算短信
	フッター1: 
	フッター2: 
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -


